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決

算

審

査

歳
　
入
歳
　
入

土
地
貸
付
収
入�

�

２
，
１
６
１
万
円

問 

土
地
貸
付
収
入
で
、
金
額
の

大
き
な
所
は
。

答 
岩
船
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
、
山
北

徳
州
会
病
院
、
県
水
産
試
験
場
、

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
村
上
な
ど
が
大

き
な
貸
付
先
で
あ
る
。

市
報
む
ら
か
み
広
告
掲
載
料�

�
85
万
円

問 

市
報
む
ら
か
み
広
告
掲
載
料

が
30
万
円
減
少
し
て
い
る
理
由
は
。

答 

長
期
間
契
約
し
て
い
た
大
口

の
事
業
者
が
掲
載
を
止
め
た
た
め
、

一
時
的
に
減
少
し
た
。

駐
車
場
使
用
料�

�

39
万
円

問 

坂
町
駅
前
の
市
営
駐
車
場
は

有
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
林
駅

前
の
市
有
地
の
駐
車
場
に
つ
い
て

有
料
化
す
る
考
え
は
。

答 

有
料
の
駐
車
場
と
す
る
に
は

手
間
も
か
か
る
が
、
財
政
健
全
化

集
中
取
組
期
間
で
も
あ
る
の
で
、

有
料
化
を
検
討
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金�

�

５
億
９
，
４
１
９
万
円

問 

現
在
６
億
円
ほ
ど
で
あ
る
が
、

２
倍
３
倍
に
す
る
よ
う
な
戦
略
的

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

県
内
で
も
寄
附
額
を
伸
ば
し

て
い
る
自
治
体
も
多
く
あ
り
、
今
、

先
進
地
の
取
り
組
み
を
研
究
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
は
倍

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
村
上
物

産
会
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
寄
附

額
を
増
や
す
よ
う
努
め
て
い
く
。

朝
日
み
ど
り
の
里
施
設
使
用
納
付
金�

�
８
７
１
万
円

問 

朝
日
み
ど
り
の
里
は
一
括
で

の
指
定
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
、

施
設
使
用
納
付
金
を
徴
収
す
る
根

拠
は
。

答 

こ
れ
ま
で
は
一
律
の
積
算
方

法
で
あ
っ
た
が
、
５
年
度
の
指
定

管
理
の
更
新
時
か
ら
、
収
益
的
施

設
に
つ
い
て
は
売
り
上
げ
の
５
％

ま
た
は
８
％
の
額
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
よ
う
変
更
し
た
。

歳
　
出
歳
　
出

支
所
緊
急
対
応
経
費�

�

１
，
９
１
５
万
円

問 

各
支
所
一
律
で
５
０
０
万
円

の
予
算
枠
だ
が
、
支
所
管
内
の
道

路
延
長
に
よ
り
補
修
費
な
ど
に
大

き
な
差
が
出
て
お
り
、
加
配
な
ど

地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
予
算
付

け
は
で
き
な
い
か
。

答 

地
域
事
情
を
ど
う
予
算
に
反

映
さ
せ
る
べ
き
か
、
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

民
生
児
童
委
員
経
費�

�

１
，
３
０
９
万
円

問 

民
生
委
員
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
熱
心
な
活
動
に

よ
り
、
委
員
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
連
絡
協
議
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
な
ど
は
な
い
の
か
。

答 

地
区
に
よ
っ
て
温
度
差
と
い

う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
に

差
異
が
あ
る
。
連
絡
協
議
会
等
の

研
修
会
が
あ
る
が
、
地
域
特
性
も

あ
り
上
手
く
機
能
し
て
い
な
い
部

分
も
あ
る
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付
金�

�

６
，
０
０
０
万
円

問 

平
成
24
年
に
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
が
開
始
し
、
12
年
が
経

過
し
た
が
、
現
状
へ
の
見
解
は
。

答 

当
初
は
地
域
活
性
化
が
大
き

な
目
標
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
地

域
課
題
へ
の
着
目
が
大
事
で
あ
る

と
し
て
、
地
域
の
課
題
に
特
化
し

た
取
り
組
み
や
、
一
律
の
事
業
で

は
な
い
手
挙
げ
方
式
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
金�

�

３
５
９
万
円

問 

老
人
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
現
状
や
補
助
金

の
概
要
は
。

答 

３
年
度
は
１
０
４
団
体
あ
っ

た
が
、
５
年
度
は
89
団
体
に
減
少

し
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
金
は
、
会
員
29
人
以
下
が
３
万

円
、
30
人
か
ら
44
人
が
４
万
円
、

45
人
以
上
が
５
万
円
で
あ
る
。

臨
床
研
修
医
確
保
支
援
事
業
補
助
金�

�

３
１
４
万
円

問 

海
外
留
学
制
度
を
利
用
し
、

そ
の
後
４
年
間
市
内
の
病
院
に
勤

務
さ
れ
る
医
師
の
人
数
は
。

の成果を見る
　
歳
入
４
３
２
億
円
、
歳
出
３
９
６
億
円
の
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
が
、
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
一
般
会
計
予
算
決
算
常
任

委
員
会
」
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
総
務
文
教
・
市
民
厚
生
・
経
済
建
設

の
各
分
科
会
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
日
間
で
行
わ
れ
た
審
査
の
う
ち
、
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。
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決

算

審

査

歳
入
・
歳
出

基
金
・
市
債

429億
3200万円

397億
9500万円

過去3年間の一般会計の決算額推移
※金額は100万円未満四捨五入で記載しています。

基金
67億1000万円
市債
 325億2700万円

基金
63億2700万円
市債
 322億8300万円

基金
57億4600万円
市債
 323億6700万円

令和３年度 令和４年度 令和５年度

379億
8500万円

361億
5900万円

432億
2000万円

396億
3100万円

歳入 歳出

答 

５
年
度
は
３
万
８
千
人
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
い
っ
た

ん
落
ち
込
ん
だ
が
、
５
類
移
行
後

は
順
調
に
増
え
て
い
る
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
委
託
料�

�

３
２
９
万
円

問 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
向

け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

へ
の
効
果
に
つ
い
て
の
判
断
は
。

答 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
始
め
い

ろ
い
ろ
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
、

直
接
的
に
そ
の
効
果
を
計
る
の
は

非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
着
実
に
増
え
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

答 

５
年
度
は
１
人
、
今
年
度
は

な
か
っ
た
が
７
年
度
に
海
外
留
学

を
希
望
さ
れ
る
医
師
が
１
人
お
り
、

６
年
度
中
に
予
算
執
行
と
な
る
場

合
を
想
定
し
て
い
る
。

学
校
給
食
経
費�

�

３
億
１
，
４
０
２
万
円

問 

給
食
で
は
岩
船
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
学
校
給
食
会
を
通
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
仕
入
れ
ら

れ
な
い
の
か
。

答 
以
前
に
検
討
は
し
た
が
、
学

校
数
も
多
く
、
精
米
や
保
存
な
ど

取
り
扱
い
が
非
常
に
難
し
い
こ
と

か
ら
、
学
校
給
食
会
を
通
し
て
提

供
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

体
育
施
設
経
費�

�

４
億
４
，
３
４
２
万
円

問 

荒
川
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
工
芝
改
修
事
業
で
は
、
５
年
度

に
基
本
設
計
を
行
っ
た
が
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
事
業
の
今

後
の
方
向
性
は
。

答 

今
年
度
は
実
施
設
計
の
予
定

で
あ
っ
た
が
先
送
り
に
し
た
。
財

政
健
全
化
集
中
取
組
期
間
で
あ
り
、

全
て
の
事
業
に
お
い
て
事
業
実
施

時
期
を
見
直
し
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
、
予
定
通
り
に
は
進

ん
で
い
な
い
。
こ
の
事
業
を
進
め

る
と
い
う
前
提
で
や
っ
て
い
る
が
、

将
来
的
な
財
政
状
況
に
つ
い
て
も

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
経
費�

�

８
，
４
３
２
万
円

問 

市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

で
図
書
館
か
ら
の
情
報
も
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
図
書
館
の
利
用

状
況
は
。

答 

４
年
度
と
の
比
較
で
は
、
来

館
者
が
15
％
増
加
し
た
ほ
か
、
貸

出
冊
数
や
貸
出
者
数
な
ど
も
８
％

増
加
し
て
い
る
。
広
報
や
情
報
発

信
の
効
果
も
あ
る
と
思
う
。

有
害
鳥
獣
対
策
経
費�

�

１
，
５
２
２
万
円

問 

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
の
市
負
担
金
が
６
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
協
議
会
全
体

の
収
支
の
規
模
は
。

答 
実
質
的
な
支
出
は
２
５
５
０

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
市
の
ほ
か
に
県
が
１
６

２
５
万
円
、
あ
と
は
市
内
の
農
協

な
ど
が
負
担
し
て
い
る
。

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
経
費�

�

５
，
６
１
８
万
円

問 

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
の
入
館
者
数

は
。

決算から事業
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一

般

質

問

９月定例会

高志会　小杉武仁
１．文化財を活用した観光振興
２．Live119映像通報システムの導入

6

姫路　敏
１．スケートパークの運営
２．下水道事業と合併処理浄化槽の運営

2

新緑会　上村正朗
１．国民健康保険
２．市役所におけるハラスメント防止の取

り組み
３．旧上海府小学校跡地の利活用

5

鷲ヶ巣会　鈴木いせ子
１．令和６年産の稲作

1

至誠クラブ　富樫雅男
１．民生委員のサポート強化
２．体育館の熱中症対策
３．犯罪被害者等支援の条例化
４．地域医療の存続

7

野村美佐子
１．介護保険事業
２．小中学校の体育館への空調設備の設置
３．アピアランスケアの助成

10

鷲ヶ巣会　河村幸雄
１．不登校児童生徒への支援
２．伝統文化の継承

11

鷲ヶ巣会　山田　勉
１．村上市の婚活支援
２．悪臭公害の防止対策
３．旧烏川の整備

12

新緑会　菅井晋一
１．下水道料金の改定
２．学校統合
３．公共交通の充実

8

新緑会　富樫光七
１．木質バイオマス発電所
２．新型コロナウイルスワクチン接種後の

副作用
３．蒲萄スキー場閉鎖後の蒲萄集落

9

至誠クラブ　渡辺　昌
１．朝日地区の観光資源の活性化
２．AEDの設置状況と課題

4

令和新風会　川村敏晴
１．浸水被害対策
２．村上市スペシャルアンバサダーの活動

内容と効果

3

　一般質問は、市の行政全般について、自由なテーマで市長に質
問・政策提案を行い、市民の声を市政に届けるものです。９月定
例会では、12人の議員が一般質問を行いました。ここでは、質問
と答弁の一部をご紹介します。なお、掲載された原稿は質問者が
作成しています。

一
質質
般般
問
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一

般

質

問

６年産の稲作の状況は 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
を 

問 

令
和
６
年
産
の
生
育
状
況

は
。答 

県
お
よ
び
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、

適
切
な
穂
肥
の
実
施
、
水
管
理

等
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
順
調
に
生
育
し
て
い

る
。
一
方
で
、
高
温
に
よ
り
稲

の
生
育
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

収
穫
適
期
が
早
ま
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
刈
り

遅
れ
に
よ
り
品
質
や
収
量
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
情
報
提
供
に

努
め
て
い
く
。

問 

中
山
間
地
で
は
耕
作
さ
れ

な
い
土
地
が
増
え
て
い
る
が
、

実
態
は
。

答 

農
業
の
生
産
条
件
が
不
利

な
ほ
場
を
中
心
に
、
耕
作
を
断

念
す
る
農
地
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

問 

そ
の
対
策
は
。

答 

地
域
ご
と
に
「
守
る
べ
き

農
地
」
と
「
農
地
以
外
の
利
用

問 

日
本
は
、パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
で
、
金
銀
２

個
ず
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
中
で
も

本
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
常
連
の
赤
間
選
手

が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
村
上
市
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
た
。
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答 

今
後
も
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
を

目
指
し
、
若
い
世
代
や
市
民
が
集
え
る
場

を
提
供
し
つ
つ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指

す
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
と
将
来
を
期
待
さ

れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
・
強
化
を

行
っ
て
い
く
。
村
上
市
は
２
年
前
に
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
競
技

別
強
化
拠
点
施
設
と
し
て
国
か
ら
認
定
さ

方
法
を
検
討
す
る
農
地
」
を
明
確
に
し
、

「
守
る
べ
き
農
地
」
を
い
か
に
維
持
す
る

か
を
整
理
し
、
解
決
へ
の
手
法
や
取
り
組

み
を
協
議
し
て
い
る
。

問 

有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策
は
。

答 

「
防
除
」
で
は
、
電
気
柵
の
設
置
や

く
く
り
わ
な
、
資
材
等
の
購
入
に
対
す
る

補
助
を
行
っ
て
い
る
。「
環
境
整
備
」で
は
、

担
い
手
の
確
保
育
成
対
策
と
し
て
、
狩
猟

免
許
の
取
得
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
。「
捕
獲
」
は
村
上
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
に
お
け
る
鳥
獣
管
理
実
施
計
画
に
基

づ
き
猟
友
会
に
捕
獲
の
委
託
を
行
い
、
適

正
な
個
体
数
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

問 
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

う
ち
、
岩
船
米
の
割
合
は
。

答 

申
込
件
数
３
万
２
７
７
４
件
の
う
ち
、

岩
船
米
に
係
る
件
数
は
１
万
５
７
２
８
件

で
、
全
体
の
約
５
割
を
占
め
て
い
る
。

れ
た
こ
と
で
、
来
場
者
も
徐
々
に
増
え
知

名
度
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、

本
市
の
経
済
力
の
強
化
、
経
済
規
模
の
拡

大
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問 

し
か
し
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
慢
性

的
な
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
は
人

件
費
も
含
め
約
４
８
７
７
万
円
の
赤
字
で

あ
っ
た
。
こ
の
赤
字
を
解
消
さ
せ
な
い
限

り
、
持
続
可
能
な
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
運

営
は
あ
り
得
な
い
。
新
潟
県
が
昨
年
開
業

し
た
鳥
屋
野
潟
公
園
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
、

命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
を
導
入

し
、
年
額
１
３
０
０
万
円
の
５
年
契
約
で

エ
ア
マ
ン
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と
名
称
を
変

え
て
い
る
。
以
前
も
話
を
し
た
が
、
村
上

市
も
早
急
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

答 

現
在
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に

向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
中
で
あ
り
、

来
年
度
か
ら
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

カントリーエレベーターを利用する稲作農家

「スケートボードの聖地」を目指して

鈴木いせ子

姫路　敏
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問

ＡＥＤ設置分かりやすく 

歌
手・村
上
幸
子
の
恩
恵
を 

問 

市
内
の
公
共
施
設
、
民
間

事
業
所
等
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置
状

況
は
。

答 

本
市
の
公
共
施
設
１
１
７

施
設
に
設
置
し
て
い
る
。
民
間

事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
所
で
の
購
入
ま
た
は
リ
ー
ス

契
約
の
た
め
、
正
確
な
設
置
台

数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
設

置
の
際
は
「
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ

プ
」
登
録
を
依
頼
し
て
い
る
。

問 

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
市
の
施
設
が
多

く
あ
る
が
、
問
題
で
は
な
い
か
。

答 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

「
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
で
設

置
施
設
を
周
知
し
て
い
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
登
録
を
行
う
。
ま

た
、
市
施
設
で
の
設
置
状
況
が

分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

問 
市
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

任
命
条
件
は
。

答 

要
綱
で
は
、
各
分
野
で
地
域
を
超
え

て
活
躍
す
る
本
市
の
出
身
者
ま
た
は
本
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
、
知
名
度
お
よ
び

情
報
発
信
力
が
極
め
て
高
く
、
本
市
に
愛

情
を
持
っ
て
地
域
活
性
化
に
対
し
て
熱
意

が
あ
り
、
市
の
Ｐ
Ｒ
等
に
貢
献
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
方
と
規
定
し
て
い
る
。

問 

本
市
出
身
の
歌
手
村
上
幸
子
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
紅
白
歌
合
戦
出
演
間
近
と
い
う

時
、
31
歳
の
若
さ
に
し
て
病
で
亡
く
な
っ

た
。
今
な
お
全
国
に
は
フ
ァ
ン
が
お
り
、

命
日
に
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て
実
家
前
に

あ
る
歌
碑
に
集
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
坂

問 

公
共
施
設
の
休
館
日
や
夜
間
に
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
る
よ
う
、
屋
外
へ
の
設

置
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

屋
外
へ
の
設
置
で
誰
で
も
24
時
間
使

用
が
可
能
と
な
り
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
の
迅
速
な
救
命
処
置
に
つ
な
げ

ら
れ
る
。
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
は
、

閉
庁
時
は
警
備
員
を
介
し
24
時
間
使
用
可

能
だ
が
、
屋
外
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
連
携
も
含
め
、

効
果
的
な
設
置
場
所
や
防
犯
上
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と
と
も
に
、
心
肺
蘇

生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
の
講
習
も
必
要
だ
が
、

講
習
会
等
の
状
況
は
。

答 

５
年
度
の
実
績
で
は
、
普
通
救
命

講
習
等
を
１
４
７
回
開
催
し
、
延
べ

２
９
９
７
人
の
方
が
受
講
さ
れ
た
。

町
駅
前
で
の
民
謡
流
し
に
は
、
村
上
幸
子

さ
ん
が
歌
う
荒
川
音
頭
と
い
う
こ
と
で
、

全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
村
上
市
を
目
指
し

て
運
行
す
る
特
別
列
車
を
観
光
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
企
画
で
き
な
い
か
。

答 

交
流
人
口
の
拡
大
施
策
の
一
つ
だ
と

考
え
ら
れ
る
が
、
企
画
の
主
体
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
は
、
大
き
な
選
択
肢
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問 

荒
川
地
区
の
冠
水
対
策
で
あ
る
二
線

堤
工
事
の
進
捗
は
。

答 

県
か
ら
は
、
今
年
度
は
用
地
を
買
収

し
、
７
年
３
月
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問 

二
線
堤
の
設
置
に
よ
る
冠
水
被
害
へ

の
補
償
は
、
着
工
前
に
示
す
べ
き
で
は
。

答 

農
作
物
の
減
収
等
へ
の
補
償
内
容
は
、

現
在
も
国
・
県
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

早
急
に
内
容
を
詰
め
た
い
。

いつでも誰でも使用できるＡＥＤの設置が必要

民謡流しに参加する村上幸子を偲ぶ会の皆さん

渡辺　昌

川村敏晴
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問

国民健康保険の拡充を 

消
防
救
急
活
動
の
見
え
る
化
を 

問 

国
に
対
し
て
国
民
健
康
保

険
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
べ
き

で
は
。

答 

全
国
市
長
会
と
し
て
国
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
が
、
今
後
も
強
く

要
望
し
て
い
く
。

問 

県
に
対
し
て
事
業
費
納
付

金
の
減
額
を
始
め
と
す
る
独
自

補
助
の
拡
充
を
求
め
る
べ
き
で

は
。答 

事
業
費
納
付
金
の
増
加
は
、

保
険
税
の
増
額
に
つ
な
が
る
た

め
、
財
政
調
整
事
業
の
拡
充
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

問 

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政

調
整
基
金
の
適
正
規
模
や
活
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で

は
。答 

検
討
し
て
い
く
。

問 

保
険
税
の
滞
納
者
に
つ
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
保
護

等
の
福
祉
制
度
の
利
用
に
つ
な

問 

本
市
の
５
年
度
に
お
け
る
１
１
９
番

の
通
報
件
数
は
。

答 

合
計
５
３
９
８
件
で
あ
る
。

問 

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
全
体
の

何
％
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答 

全
体
の
約
34
％
で
あ
る
。

問 

通
報
を
受
け
、
現
場
に
到
着
す
る
平

均
所
要
時
間
は
約
９
分
だ
が
、
救
急
車
や

消
防
車
が
出
動
し
た
際
、
到
着
ま
で
要
す

る
最
長
時
間
は
。

答 

山
北
地
域
で
31
分
、
村
上
地
域
で
18

分
で
あ
る
。

問 
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
１
１
９
番

通
報
の
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
映
像

情
報
を
送
る
仕
組
み
だ
が
、
目
視
と
対
話

げ
る
べ
き
で
は
。

答 

滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
納
税
相
談
を

通
じ
て
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

福
祉
制
度
の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
関
係

機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。
今
後
も
丁
寧
な

納
税
相
談
を
心
が
け
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問 

市
役
所
職
員
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
の
調
査
と
対
策
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

答 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
要
綱
を
定
め
、
問
題
が
生
じ

た
場
合
の
対
応
や
措
置
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
継
続
的

な
取
り
組
み
と
実
効
性
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
今
後
、
職
員
を
対
象
と
し
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
に
関
す
る
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

を
通
じ
て
火
事
や
事
故
発
生
地
点
の
詳
細

な
位
置
や
被
害
状
況
を
始
め
、
負
傷
者
の

容
態
な
ど
を
迅
速
に
伝
達
で
き
、
適
切
な

応
急
手
当
の
実
施
が
可
能
と
な
り
、
救
命

率
の
向
上
が
大
い
に
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

通
常
の
１
１
９
番
通
報
に
映
像
を
加
え
る

こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
な
現

場
対
応
に
も
つ
な
が
る
と
捉
え
る
が
。

答 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
現
場
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
果
的
な
消
防
・

救
急
活
動
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

県
内
に
は
19
の
消
防
本
部
が
あ
り
、
す
で

に
５
カ
所
で
運
用
を
開
始
し
、
さ
ら
に
本

年
度
中
に
２
カ
所
で
運
用
開
始
予
定
で
あ

る
。
本
市
で
も
導
入
に
向
け
、
映
像
通
報

シ
ス
テ
ム
の
受
信
体
制
の
整
備
や
メ
ー

カ
ー
の
選
定
等
を
行
い
、
早
期
に
導
入
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

健康を守る大切な国民健康保険

スマホを活用した見える119番通報を期待

上村正朗

小杉武仁
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問

上下水道料金改定を問う 

地
域
医
療
体
制
の
存
続
を 

問 

使
用
料
収
入
で
維
持
管
理

費
を
賄
え
る
料
金
体
系
を
目
指

し
、
上
水
道
が
13
％
、
下
水
道

は
34
・
４
％
の
増
額
改
定
で
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
処
理
場
の

統
廃
合
を
始
め
経
営
努
力
、
合

理
化
が
先
で
は
。

答 

使
用
料
の
改
定
案
は
、
審

議
会
か
ら
10
月
中
に
答
申
を
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
将
来
に

わ
た
り
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
し
て
提
供
し
て
い
く
た
め
、

経
営
改
善
を
図
り
、
持
続
可
能

な
健
全
経
営
を
目
指
し
た
い
。

処
理
場
の
統
廃
合
は
事
務
手
続

き
に
入
り
、
次
年
度
は
神
林
地

区
３
処
理
場
の
統
廃
合
の
実
施

設
計
を
進
め
る
。

問 

朝
日
地
区
の
学
校
統
合
は

近
年
、
小
川
と
三
面
、
塩
野
町

と
猿
沢
が
統
合
を
経
験
し
て
い

る
。
統
廃
合
が
行
わ
れ
れ
ば
教

育
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
。
今

問 
県
立
病
院
、
Ｊ
Ａ
県
厚
生
連
の
財
政

逼
迫
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
厚
生
連

村
上
総
合
病
院
も
昨
年
度
７
億
円
以
上
の

赤
字
と
な
っ
た
が
、
市
と
し
て
要
因
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答 

一
つ
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
国
の
財

政
支
援
で
持
ち
直
し
て
い
た
が
、
５
類
移

行
後
も
外
来
、
入
院
と
も
減
少
が
続
い
て

お
り
、
高
額
医
療
も
伸
び
て
い
な
い
。
さ

ら
に
県
立
病
院
に
対
し
て
県
は
１
５
０
億

円
も
の
財
政
支
援
を
し
て
い
る
が
、
厚
生

連
の
６
病
院
に
対
し
て
は
地
元
自
治
体
と

県
の
支
援
を
含
め
て
も
21
億
円
と
極
め
て

少
な
い
財
政
支
援
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
要
因
と
考
え
て
お
り
、
国
・
県
に

後
、
ま
た
短
期
間
で
２
段
階
の
統
合
を
進

め
る
の
は
学
校
名
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
、
児
童
の
不
安
や
地
域
感
情
の

面
か
ら
も
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
朝
日
地

区
住
民
の
一
体
感
を
保
つ
た
め
に
も
「
朝

日
小
学
校
」
と
し
て
１
回
の
統
合
で
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

答 

学
校
統
合
は
前
回
の
統
合
を
経
験
し

た
学
校
で
は
経
過
年
数
が
間
も
な
い
こ
と

や
、
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
関
係
で
再

検
討
が
必
要
な
統
合
、
旧
市
町
村
を
超
え

た
統
合
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
に

は
大
変
重
要
な
決
断
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
最
大
の
課
題
で

あ
る
。
地
域
や
保
護
者
の
声
に
、
丁
寧
に

耳
を
傾
け
て
、
情
報
収
集
し
、
全
て
の
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
、
決
し
て
強
引
に
進

め
る
こ
と
な
く
進
捗
さ
せ
た
い
。

対
し
て
支
援
を
要
請
し
た
。

問 
市
民
も
経
営
改
善
に
協
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
例
え
ば
市
民

に
積
極
的
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
い
た
だ

く
こ
と
で
協
力
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
こ
と
が
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
。
他
市
で
は
大
幅

な
補
助
を
実
施
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
へ
の
補
助
を
大

幅
に
増
や
す
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 

昨
年
度
は
40
か
ら
74
歳
の
特
定
検
診

対
象
者
の
う
ち
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
率

は
11
・
６
％
、
後
期
高
齢
者
は
２・
３
％

の
受
診
率
で
あ
る
。
市
と
し
て
１
万
円
を

補
助
し
て
い
る
が
受
診
率
が
伸
び
て
い
な

い
の
が
実
態
だ
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療

で
医
療
費
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
受
診
を
増

や
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
有
効
か
、

補
助
額
も
含
め
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

地域医療の重要拠点、村上総合病院

菅井晋一

富樫雅男

経営健全化を図るため施設の統廃合が必要。神林地区の
農業集落排水処理場は村上浄化センターに統合すべき
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問

蒲萄スキー場の今後は 
問 

蒲
萄
ス
キ
ー
場
条
例
廃
止

案
の
上
程
が
早
す
ぎ
る
の
で
は
。

答 

９
月
議
会
に
条
例
廃
止
案

を
提
出
す
る
こ
と
は
、
確
か
に

少
し
配
慮
に
欠
け
て
い
る
部
分

が
あ
る
と
率
直
に
思
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
に
係

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
積
み
上
げ

て
き
た
結
果
で
あ
り
、
３
年
間

の
財
政
健
全
化
集
中
取
組
期
間

の
中
で
、
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
提
案
し
た
。
廃

止
に
伴
う
過
疎
化
に
つ
い
て
は
、

蒲
萄
集
落
だ
け
で
な
く
、
市
全

体
の
課
題
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
建
設
前
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答 

事
業
者
が
行
う
も
の
で
あ

る
が
、
計
画
さ
れ
て
い
る
発
電

所
の
発
電
出
力
は
、
２
千
ｋ
ｗ
未
満
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業
者

か
ら
は
大
気
や
水
質
汚
染
に
つ
い
て
は
、

運
転
開
始
後
、
施
設
を
常
に
監
視
し
て
い

く
と
聞
い
て
お
り
、
市
と
も
公
害
防
止
協

定
を
締
結
し
安
心
安
全
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問 

燃
料
と
な
る
間
伐
材
等
の
供
給
見
込

み
と
伐
採
後
の
植
林
計
画
は
。

答 

林
業
事
業
体
か
ら
は
、
素
材
生
産
の

拡
大
に
向
け
た
課
題
等
が
提
起
さ
れ
て
い

る
の
で
、
事
業
者
と
協
力
し
課
題
解
決
に

向
け
た
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
経
営
に
適

し
た
人
工
林
に
お
い
て
は
、
国
・
県
の
補

助
金
の
活
用
と
併
せ
、
本
市
と
し
て
も
林

業
事
業
体
に
積
極
的
な
支
援
を
行
い
、
確

実
な
再
造
林
を
図
っ
て
い
く
。

健康維持のため、蒲萄スキー場でウインター
スポーツを楽しむ市民（左75歳、右73歳）

富樫光七

訪
問
介
護
事
業
の
支
援
を 

問 

介
護
保
険
制
度
は
国
の
制
度
で
は
あ

る
が
、
今
年
４
月
の
訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
の
引
き
下
げ
で
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
を

事
業
者
は
強
い
ら
れ
て
い
る
。
面
積
が
広

く
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、
訪
問

介
護
事
業
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
介
護
事
業
者
が
存
続
で
き
る

支
援
策
が
必
要
で
は
。

答 

介
護
事
業
者
の
厳
し
い
現
実
は
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
く
ま
で
訪
問
し
た

り
冬
場
は
雪
か
き
か
ら
始
め
る
な
ど
で
訪

問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下
げ
は
現
実
に

合
わ
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
国
に
向
け
て

他
市
町
村
と
も
合
同
で
要
請
し
て
い
る
。

問 
他
市
で
は
20
㎞
を
超
え
る
訪
問
に
数

百
円
程
度
だ
が
補
助
金
を
出
す
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
報
酬
に
上
乗
せ
を
す
る
な

ど
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

答 

具
体
的
例
を
聞
い
た
の
で
、
本
市
で

も
何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

事
業
所
の
実
務
負
担
軽
減
の
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
る
上
で
、

ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
市
が
負
担
し
て
は
。

答 

具
体
的
な
提
案
な
の
で
、
事
業
所
の

意
見
も
聞
い
て
検
討
し
た
い
。

問 

が
ん
患
者
の
治
療
と
社
会
生
活
等
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

（
外
見
）
の
変
化
を
補
う
ウ
ィ
ッ
グ
や
補

正
下
着
な
ど
の
補
正
用
具
の
購
入
補
助
を

す
で
に
県
内
16
市
町
が
実
施
し
て
い
る
。

本
市
の
計
画
は
。

答 

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
本
市
で
も
実
施
し
た
い
。

村
上
総
合
病
院
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ヘルパーさんと自宅で調理 自分でやれると自然と笑顔に

野村美佐子
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問

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び 

問 
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
実
態
は
。

答 

５
年
度
で
は
、
小
学
校
40
人
（
割
合

１・
82
％
）、中
学
校
64
人（
割
合
６・
46
％
）

で
あ
っ
た
。
前
年
度
と
比
較
し
て
、
小
学

校
で
は
21
人
の
増
、
中
学
校
で
は
８
人
の

減
で
あ
っ
た
。

問 

居
場
所
や
相
談
で
き
る
場
づ
く
り
の

現
状
は
。

答 

市
内
５
カ
所
に
適
応
指
導
教
室
を
設

置
し
、
相
談
員
４
人
と
嘱
託
指
導
主
事
２

人
で
教
室
を
運
営
し
支
援
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
校
内
で
の
居
場
所
と
し
て
校

内
適
応
指
導
教
室
を
開
設
し
て
い
る
学
校

は
、
中
学
校
は
全
校
、
小
学
校
で
は
３
校

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
欠
席
が
続
い

て
い
る
児
童
生
徒
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、
家
か
ら
リ
モ
ー
ト
学
習
で
授
業

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問 
中
学
校
の
進
路
指
導
に
お
い
て
、
不

登
校
を
経
験
し
て
き
た
生
徒
へ
は
特
別
な

配
慮
が
必
要
で
は
。

答 

進
学
に
必
要
な
学
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
応
指
導
教
室
で

の
補
充
学
習
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
学
習
お
よ
び
ド
リ
ル
学
習
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

通
級
指
導
教
室
や
校
内
適
応
指
導
教

室
へ
の
教
職
員
配
置
の
現
状
は
。

答 

通
級
指
導
教
室
に
は
、
正
規
の
教
諭

が
加
配
教
員
と
し
て
配
置
さ
れ
る
。
校
内

適
応
指
導
教
室
の
担
当
教
員
配
置
に
は
課

題
が
あ
り
、
加
配
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い

な
い
学
校
で
は
、
複
数
の
教
職
員
で
担
当

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
一
貫
性
の
あ
る

適
切
な
対
応
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

村上市教育情報センター内に設置されている適応指導
教室（ふれあいルーム）

河村幸雄

畜産施設の臭気対策は 
問 

佐
々
木
集
落
で
豚
舎
が
建

設
さ
れ
た
が
、
近
隣
住
民
か
ら

は
悪
臭
の
苦
情
が
あ
る
。
市
長

は
現
地
を
確
認
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か
。

答 

佐
々
木
地
内
に
あ
る
豚
舎

に
は
、
私
も
現
地
視
察
を
行
っ

た
際
に
臭
気
を
感
じ
た
の
で
、

公
害
防
止
協
定
に
基
づ
き
、
事

業
者
に
対
し
て
臭
気
対
策
を
講

じ
る
よ
う
指
導
を
行
っ
た
。
引

き
続
き
、
施
設
の
管
理
状
況
を

確
認
し
、
改
善
指
導
を
行
っ
て

い
く
。

問 

具
体
的
な
臭
気
対
策
は
。

答 

６
年
７
月
24
日
に
開
催
し

た
周
辺
自
治
会
と
事
業
者
と
の

懇
談
会
に
お
い
て
、
事
業
者
側

か
ら
「
豚
舎
に
設
置
し
て
い
る

消
臭
用
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
に
つ

い
て
、
消
臭
剤
の
見
直
し
や
ミ

ス
ト
タ
ン
ク
の
容
量
を
増
や
し
、

ミ
ス
ト
の
散
布
量
を
増
や
す
」

と
い
っ
た
改
良
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
は
、
改
良
し
た
施
設
で
稼
働
し
て
い

る
の
で
、
今
後
も
臭
気
の
状
況
を
検
証
し

て
い
く
。
ま
た
、
臭
気
測
定
を
こ
ま
め
に

実
施
し
、
臭
気
対
策
の
効
果
を
確
認
す
る

こ
と
に
加
え
、
適
宜
、
周
辺
自
治
会
と
事

業
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
の

要
望
を
伝
え
る
機
会
を
設
け
て
い
く
。

問 

結
婚
に
対
す
る
取
り
組
み
に
は
、
国

の
支
援
が
あ
る
が
、
活
用
す
る
考
え
は
。

答 

国
の
支
援
を
受
け
、
県
が
開
設
し
て

い
る
「
に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
臨
時
窓
口
を
本
市
へ
開
設
す
る

よ
う
県
と
連
携
し
て
い
く
。
ま
た
、
結
婚

に
伴
う
新
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
新
婚

世
帯
の
住
宅
の
取
得
費
用
な
ど
の
補
助
を

３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

山田　勉

定期的に実施している臭気測定
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マイナンバーカードと健康保険証の一体化へ
議第73号　村上市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例制定

　今年12月２日から実施するマイナンバーカードと健康保険証の一体化に向け
て、マイナンバーカードによる被保険者情報確認の事務を条例に加えます。
問  　個人情報が流出して問題となる事例があり、今後もそのようなことが起こ

りうると思うが、対策などはあるのか。

答  　市の業務では個人情報をあらゆる部署で扱っており、非常に神経を使って
対応しているが、完全に情報流出を防ぐことができるとは言えないのが実情
である。そのような事例が起きた場合には、しっかりと再発防止に取り組む
体制をとっていきたい。

問  　マイナンバーカードと健康保険証の一体化により、持ち歩く頻度や窓口で
提出する機会が増えることになるのではないか。

答  　マイナンバーカードは本人確認など窓口での利便性を高めるものであり、
今後窓口等で提出する機会も増えるのではないかと思う。保険証との一体化
による影響については、所管課で確認をしているところである。

空き家解体後の固定資産税を３年間減免
議第74号　村上市空家等を除却した土地に係る固定資産税の減免に関する条例制定

　空き家対策の一環として、空き家解体後の敷地にかかる通常の固定資産税額と、住宅用地特例を適用し
た固定資産税の差額に相当する額を３年間減免し、空き家解体後の固定資産税の負担軽減を図ります。
問  　空き家対策として必要な条例だとは思うが、減免期間を３年とする理由は。

答  　国土交通省による空き家除却後の固定資産税の減免についての調査では、減免期間を除却後３年以
内とする自治体が約６割で、中でも３年が最も多くなっている。空き家除却後の土地について、３年
以内に有効利用を図っていただくという考えである。

子どもの入院治療費を無償化
議第75号　子どもに係る医療費助成の一部負担金無償化に伴う関係条例の整備に関する条例制定

　18歳までの子どもと妊産婦の入院療養時の１日1,200円の一部負担金を無償化し、子育て支援施策の拡充
を図ります。
問  　一部負担金の無償化によって、増加する市の負担分についての見込みは。

答  　コロナ禍の時期は受診控えがあり医療費助成の参考にならないが、コロナ禍前の水準に戻った５年
度の実績から400万円程度と見込んでおり、７年度の予算化でもそれに近い金額になると考えている。

問  　通院分の無償化についても検討されているのか。

答  　通院分についても庁内で協議している。５年度の実績では3,871万円が自己負担分となっている。

　
令
和
６
年
村
上
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
27

日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

議
案
31
件
、
議
会
側
提
案
の
請
願
や
議
員
発
議
な
ど
９
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

９月定例会
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ゆり花会館の指定管理 引き続き市社協へ
議第80号　公の施設に係る指定管理者の指定

　福祉センターゆり花会館について、現在の指定管理者である社会福祉法人村上市社会福祉協議会を引き
続き指定します。期間は令和７年度から12年度までの５年間。
問  　地域にとって大切な施設であるが、利用状況は。

答  　５年度実績で入浴された方が４万7,169人、会館利用が585人となっている。

問  　公共施設マネジメントプログラムでは、ゆり花会館と山北ゆり花温泉交流の館八幡との統合を検討
し、今年度に方針を決定するとなっているが、現在の状況は。

答  　現在、検討を重ねており、今年度中に方針を出せるようにしたい。

市営蒲萄スキー場　６年度シーズンをもって終了
議第81号　村上市蒲萄スキー場条例等を廃止する条例制定

　近年の暖冬少雪化の影響や施設設備の老朽化、スキー場の運営に必要な技術者や従業員確保が困難と
なっていること、さらにスキー人口の減少傾向を踏まえ、蒲萄スキー場の閉鎖が決定したことから条例を
廃止します。
問  　スキー場閉鎖が決定したとはいえ、最後のシーズンの営業やさまざまなイベントも予定される状況

で、来年４月１日施行の廃止条例案をこの定例会で出すのは時期が早いのではないか。

答  　この定例会で、スキー場閉鎖に伴う雪崩等の対策を実施するための調査委託料の補正予算を上程し
ていることや、今後、閉場イベントなども企画することになることから、その前提となる条例廃止が
必要であると判断した。また、議決後には地権者と原状復旧に向けて具体的な協議を進めていくた
め、今定例会で提案した。

　議第81号　村上市蒲萄スキー場条例等を廃止する条例制定については、附帯決議が提案され、議員全員
の賛成により可決されました。

《附帯決議の内容》
　議案審査において、スキー場廃止後の跡地復旧の方法や時期、地元集落の活性化策など、明確な方向性
が示されていないことから、スキー場の廃止に当たっては、リフトの撤去やゲレンデの原状復旧等の対応
について、関係者や地権者との話し合いを進め、閉鎖に伴う諸課題に誠意をもって対応すること。また、
その状況について随時議会へ報告することを強く要請する。

※�附帯決議とは、審議案件の執行に当たっての要望や条件等を意思としてまとめたものです。附帯決議の
対象となる審議案件が可決された場合に議員から提出することができますが、附帯決議自体に法的拘束
力はありません。

【附帯決議を可決】
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令和６年度一般会計補正予算

フードバンクの食料品購入を支援
フードバンク等活動支援補助金　300万円

　フードバンクで配付する食料品等の購入を支援するため、１団体当たり150万円を助成します。
問  　補助金の使途を食材や食料品の購入に限定した理由は。

答  　昨今の物価高騰や米不足が深刻化し今後も続くことが想定されるため、まずは食材や食料の確
保が第一であるとし、それぞれのフードバンクとも協議した。

自転車用ヘルメットの購入を助成
自転車用ヘルメット購入助成金　154万円

　道路交通法の改正により自転車乗車時のヘルメット着用が努力義務化されたことから、自転車用
ヘルメットの購入費用に対して、２分の１（上限2,000円）を助成します。
問  　市内での自転車用ヘルメットの着用率は。

答  　今年６月に村上駅前と坂町駅前で実施した調査では、着用率は3.0％であった。

問  　着用率について、目標設定はされているのか。

答  　今年度と来年度で23.5％になるよう目標を設定しており、購入費の助成により、おおよそ2,300
人のヘルメット着用を図る計画で、今回の補正予算ではそのうち770人分を計上した。

空き家解体の促進を図る
空家等解体費補助金　200万円

　空き家の発生を抑制するため、空き家所有者や相続人が自主的に解体に着手されるよう空き家の
解体費を補助します。補助率は解体費用の３分の１で、上限20万円。
問  　今年度は半年で10件の解体費補助となるが、申請についての見込みは。

答  　10件の枠が一気に埋まることも考えられるので、今年度は一定の申請期間を設けて、もし枠を
超えるようであれば抽選としたい。

問  　来年度以降の計画は。

答  　今年３月策定の第２期空家等対策計画のもと、来年度以降は20件を想定している。10年度まで
の計画である。
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各議員の賛否　議案審議結果のうち、賛否が分かれた網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。
� ◎：会派の代表者　＊：会派の経理責任者

議案番号

高志会 鷲ヶ巣会 令和新風会 至誠クラブ 新緑会 賛否結果
◎
尾
形
修
平

＊
小
杉
武
仁

　
長
谷
川
孝

　
鈴
木
一
之

　
魚
野
ル
ミ

◎
大
滝
国
吉

＊
鈴
木
い
せ
子

　
山
田
　
勉

　
河
村
幸
雄

◎
川
村
敏
晴

＊
髙
田
　
晃

　
佐
藤
憲
昭

◎
渡
辺
　
昌

＊
富
樫
雅
男

　
三
田
敏
秋 

※1

◎
菅
井
晋
一

＊
上
村
正
朗

　
富
樫
光
七

　
姫
路
　
敏

　
野
村
美
佐
子

賛
成

反
対

請願第3号 × × ○ × ○ × ○ × × × × × × ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ 9 10

請願第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ × 18 1
議員発議第

16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ × × × ※2 × 13 5

議第81号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ─ × × ○ ○ × 15 4

※１　議長は地方自治法第116条第２項の規定により表決に参加していません。
※２　地方自治法第117条の規定により除斥されたため、表決に参加していません。

※１　�議第84号については、内容に誤りがあったため議案撤回の請求があり、撤回を承認しました。なお、議案を訂正し 
改めて議第99号として提案され、可決されました。

議案番号 議　　案　　名 結果

請願第２号 パレスチナ自治区ガザ地区における人道目的の
停戦等の実現に関する請願 ◎

請願第３号 現行の健康保険証とマイナ保険証の両立に係る
意見書採択を求める請願書 ×

請願第４号 訪問介護報酬引き上げの再改定を早急に行うこ
とを求める請願書 ○

議員発議
第12号

パレスチナ自治区ガザ地区における人道目的の
停戦等の実現に関する意見書の提出について ◎

議員発議
第13号

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進す
るため、私学助成の増額・拡充を求める意見書
の提出について

◎

議員発議
第14号

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進す
るため、私学助成の増額・拡充を求める意見書
の提出について

◎

議員発議
第15号

訪問介護報酬引上げの再改定を早急に行うこと
を求める意見書の提出について ◎

議員発議
第16号 姫路敏議員に対する辞職勧告決議 ○

議員発議
第17号

議第81号　村上市蒲萄スキー場条例等を廃止す
る条例制定についてに関する附帯決議 ◎

議第71号 専決処分の承認を求めることについて（令和６
年度村上市一般会計補正予算（第５号）） ◎

議第72号 令和６年度村上市一般会計補正予算（第６号） ◎

議第73号 村上市個人番号の利用等に関する条例の一部を
改正する条例制定について ◎

議第74号 村上市空家等を除却した土地に係る固定資産税
の減免に関する条例制定について ◎

議第75号 子どもに係る医療費助成の一部負担金無償化に
伴う関係条例の整備に関する条例制定について ◎

議第76号 村上市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条
例の一部を改正する条例制定について ◎

議第77号 村上市老人医療費助成に関する条例の一部を改
正する条例制定について ◎

議第78号 村上市重度心身障害者医療費助成に関する条例
の一部を改正する条例制定について ◎

議第79号 村上市国民健康保険条例の一部を改正する条例
制定について ◎

議第80号 公の施設に係る指定管理者の指定について
（福祉センターゆり花会館） ◎

議案番号 議　　案　　名 結果

議第81号 村上市蒲萄スキー場条例等を廃止する条例制定
について ○

議第82号 令和６年度村上市一般会計補正予算（第７号） ◎

議第83号 令和６年度村上市情報通信事業特別会計補正予
算（第１号） ◎

議第84号 令和６年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予
算（第１号）　※１ ─

─ 令和６年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予
算（第１号）撤回の件　※１ ◎

議第85号 令和６年度村上市介護保険特別会計補正予算
（第１号） ◎

議第86号 令和６年度村上市簡易水道事業会計補正予算
（第１号） ◎

議第87号 令和６年度村上市下水道事業会計補正予算（第
１号） ◎

議第88号 令和５年度村上市一般会計歳入歳出決算認定に
ついて ◎

議第89号 令和５年度村上市土地取得特別会計歳入歳出決
算認定について ◎

議第90号 令和５年度村上市情報通信事業特別会計歳入歳
出決算認定について ◎

議第91号 令和５年度村上市蒲萄スキー場特別会計歳入歳
出決算認定について ◎

議第92号 令和５年度村上市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について ◎

議第93号 令和５年度村上市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について ◎

議第94号 令和５年度村上市介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について ◎

議第95号 令和５年度村上市上水道事業会計決算認定につ
いて ◎

議第96号 令和５年度村上市簡易水道事業会計決算認定に
ついて ◎

議第97号 令和５年度村上市下水道事業会計決算認定につ
いて ◎

議第98号 村上市民ふれあいセンター空調改修（機械設
備）工事の工事請負契約の締結について ◎

議第99号 令和６年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正予
算（第１号）　※１ ◎

議案審議結果� ◎＝全会一致で可決、承認、採択　○＝賛成多数で可決　×＝賛成少数で不採択
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請願の審議結果
請願は本会議で採決が行われ、過半数の賛成があれば、採択されます。

件　　　　　名 請　　願　　者 紹介議員 付託委員会 審議結果

パレスチナ自治区ガザ地区におけ
る人道目的の停戦等の実現に関す
る請願

むらかみ９条の会
　代表　瀬賀弘行

上村正朗
総 務 文 教 
常任委員会

採択

現行の健康保険証とマイナ保険証
の両立に係る意見書採択を求める
請願書

新日本婦人の会村上支部
　代表　桑名紀子

菅井晋一
野村美佐子

市 民 厚 生 
常任委員会

不採択

訪問介護報酬引き上げの再改定を
早急に行うことを求める請願書

村上生活と健康を守る会
　会長　斎藤正直

菅井晋一
野村美佐子

市 民 厚 生 
常任委員会

採択

陳情の審査結果
陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

件　　　　　名 陳　　情　　者 所管委員会 審査結果

「私立高校の学費負担軽減と専任
教員増を促進するため、私学助成
の増額・拡充を求める意見書」の
採択を求める陳情

新潟県私学の公費助成をす
すめる会
　会長　中村直美

総務文教常任委員会 願意了承

ガザ地区の即時停戦のための積極
的外交を政府に要求する意見書の
提出を求める陳情

利根川理恵

県外からの郵送による陳情は、原則と
して委員会で審査せず、全議員への配
付にとどめる取り扱いとしています。

対外的情報省の設立と横田基地等
の見直しを求める意見書の提出に
関する陳情

社会の歪を鋭く追及政策提
言する世直し集団「一輪の
バラの会」
　代表　加藤克助

母（王乖彦）が中国で不法に逮捕
されている件に関する陳情

張　一文

意見書
◎　パレスチナ自治区ガザ地区における人道目的の停戦等の実現に関する意見書

◎　私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の増額・拡充を求める意見書

◎　訪問介護報酬引上げの再改定を早急に行うことを求める意見書
　上記の意見書が本会議で可決され、関係行政庁に送付されました。
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地域を見る地域を見る、、聞く聞く
議会の活動レポート

　

当
委
員
会
で
は
、
旧
香
藝
の
郷

の
現
状
お
よ
び
瀬
波
船
だ
ま
り
の

し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

活
性
化
に
期
待
が
も
た
れ
る

　

旧
香
藝
の
郷
で
は
現
況
調
査
結

果
を
基
に
、
劣
化
お
よ
び
損
傷
箇

所
の
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

瀬
波
温
泉
の
活
性
化
に
は
核
と

な
る
施
設
で
あ
り
、
今
年
度
中
に

は
設
計
や
予
算
が
明
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。
観
光
誘
致
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
も
活
用
で
き
る
施
設
と

な
る
よ
う
、
委
員
か
ら
強
く
提
言

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し

て
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
量
の
堆
積
物
が
沈
む

　

瀬
波
船
だ
ま
り
で
は
、
雨
水
や

排
水
の
流
れ
で
大
量
の
草
木
が
堆

積
し
て
お
り
、
船
舶
の
停
泊
や
航

行
で
長
年
に
わ
た
り
支
障
を
き
た

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
干

潮
時
の
水
深
は
４
・
23
ｍ
で
す
が
、

３・
６
ｍ
も
の
堆
積
物
が
沈
ん
で

い
る
状
態
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

63
㎝
し
か
な
い
水
深
で
は
、
船
舶

の
航
行
に
も
支
障
が
出
て
お
り
、

安
全
性
を
確
保
す
る
必
要
性
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
悪
臭
な
ど
の
衛

生
上
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
12
年
度
に
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
25
年
が
経
過
し
、
予
想
を
超
え

る
汚
泥
量
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
国
県
の
補
助
事
業
が
な

い
こ
と
か
ら
市
の
単
費
と
な
り
ま

す
が
、
除
去
方
法
も
含
め
て
河
川

管
理
者
も
交
え
た
検
討
が
早
期
に

必
要
と
思
わ
れ
、
当
委
員
会
で
も

具
体
的
な
整
備
に
係
る
方
向
性
に

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
火
葬
場
整

備
の
参
考
と
す
る
た
め
、
新

発
田
市
の
新
発
田
広
域
葬
祭

セ
ン
タ
ー
願
文
院
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

葬
祭
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
新
発
田

市
、
胎
内
市
お
よ
び
聖
籠
町

の
３
市
町
を
対
象
に
し
た
施

設
で
、
４
年
度
か
ら
稼
働
し

ま
し
た
。
敷
地
面
積
は
約

６
６
５
６
平
方
メ
ー
ト
ル
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
て
で
床
面
積
は
１
階
が
約

１
０
４
７
平
方
メ
ー
ト
ル
、

２
階
が
約
４
５
２
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。
火
葬
炉
数
は
５

基
で
１
日
の
最
大
火
葬
件
数

は
14
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
約
17
億
８
５
０

０
万
円
で
、
管
理
運
営
は
有

限
会
社
広
域
斎
場
公
社
が
指

定
管
理
を
受
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

火
葬
業
務
や
式
場
関
係
で

６
人
、
待
合
室
接
遇
に
２
人
、

事
務
１
人
の
９
人
で
あ
り
、

週
休
２
日
の
確
保
な
ど
働
き

方
改
革
を
行
い
な
が
ら
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
へ
の
対
応
を
重
視

　

火
葬
炉
の
燃
料
は
都
市
ガ

ス
で
す
が
、
灯
油
を
使
用
す

る
非
常
用
バ
ー
ナ
ー
を
２
台

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

停
電
時
は
灯
油
を
燃
料
と
す

る
発
電
機
で
１
日
８
時
間
、

３
日
間
の
稼
働
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　

水
害
対
策
で
は
、
施
設
床

面
を
周
辺
道
路
よ
り
50
㎝
高

く
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
つ
い
て
は
震
度
６

～
７
を
想
定
し
、
地
震
で
も

揺
れ
な
い
よ
う
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
に
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
本
市

の
新
火
葬
場
建
設
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

早
期
の
対
応
と
改
善
策
を

早
期
の
対
応
と
改
善
策
を

７
／
７
／
1919  

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

市民のための火葬場とは市民のための火葬場とは 7/26 市民厚生常任委員会7/26 市民厚生常任委員会

地元漁師さんからも現状を確認
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市
で
は
、
大
規
模
跡
地
の

施
設
配
置
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

案
を
示
し
、
市
民
へ
の
説
明

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
等
を
通
じ
、
施
設
の
内
容

や
使
い
方
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
に
ぎ
わ
い

と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
中

心
地
を
目
指
し
、
多
く
の
人

が
集
え
る
空
間
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
協
議
し
て
い
ま
す
。

用
地
取
得

　

村
上
総
合
病
院
跡
地
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ａ
新
潟
厚
生
連
と

交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
７
年

当
初
予
算
に
計
上
で
き
る
よ

う
引
き
続
き
交
渉
を
進
め
て

い
ま
す
。
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
は
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
協

議
が
整
い
次
第
、
説
明
を
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

市
内
事
業
者
と
の
連
携

　

今
年
度
か
ら
民
間
と
行
政

が
連
携
し
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
お
り
、
ま
ず
は

官
民
連
携
の
手
法
や
必
要

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
勉
強
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
市
内
の
事
業

者
と
村
上
市
が
一
体
と
な
っ

て
本
事
業
を
進
め
て
い
く
第

一
歩
と
な
る
機
会
で
あ
る
と

捉
え
ま
す
。

７
年
度
の
動
き

　

開
発
区
域
内
の
道
路
整
備

や
統
合
保
育
園
建
設
地
の
造

成
、
そ
の
他
関
連
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
道
の
拡

幅
に
着
手
す
る
た
め
、
測
量

等
の
業
務
委
託
を
行
う
予
定

で
す
。

　

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
、

み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
引
き

続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

駅周辺まちづくりの進捗は駅周辺まちづくりの進捗は 8/6 村上駅周辺まちづくり事業8/6 村上駅周辺まちづくり事業
調査研究特別委員会調査研究特別委員会

　

６
年
度
か
ら
３
年
間
を
財
政

健
全
化
集
中
取
組
期
間
と
し
て

財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
進
捗
状
況
と
課
題
等
を
調

査
し
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
の
復
旧
に
17
億
円

　

一
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
復
旧

で
は
50
億
円
以
上
要
し
ま
し
た

が
、
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
で
、
市
の
負
担
は
17
億

円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
農

地
な
ど
の
復
旧
は
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
た
め
、
市
の
負
担
が

膨
ら
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。
こ

の
償
還
が
15
年
度
ま
で
毎
年

１
億
７
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

市
職
員
の
ア
イ
デ
ア
で

　

庁
内
で
は
行
財
政
改
革
推
進

本
部
を
立
ち
上
げ
、
横
断
的
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
、
18
項
目
を
選
定
し
検
討

を
始
め
て
お
り
、
基
金
の
運
用

方
法
、
市
報
の
発
行
回
数
、
各

支
所
の
休
日
夜
間
警
備
体
制
等

の
見
直
し
、
児
童
館
機
能
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
集
約

な
ど
、
多
角
的
に
改
善
策
を
推

進
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
施
設
４
６
１

カ
所
の
う
ち
、
現
状
維
持
の

３
１
７
カ
所
以
外
は
用
途
変
更

や
廃
止
を
含
め
方
針
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

　

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
、

廃
校
施
設
の
民
間
へ
の
解
放
・

売
却
、
目
標
を
定
め
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
強
力
な
推
進
、
上
下

水
道
料
金
改
定
等
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
は
、
市
民
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
求
め
る
要
望
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
の
進
捗
と
課
題
は

財
政
健
全
化
の
進
捗
と
課
題
は

８
／
５

８
／
５  

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　村上市議会では関川村議会と共に、森林基幹道の早期完成に向けて議員
連盟を設立し、毎年関係機関への陳情活動や現地調査を行っています。
　門前工区は計画延長4.8キロメートルで、７つの工区のうち最も長く、
進捗率は17パーセントです。今年度は門前川に橋を架設し、そこから上山
田方面へ開設工事を進める計画となっています。
　県の担当者からは、近年の資材高騰や労務単価の上昇により、今後、事
業費や事業期間の見直しが必要との説明がありました。

門前工区を現地調査門前工区を現地調査 森林基幹道岩船東部線開設事業促進議員連盟森林基幹道岩船東部線開設事業促進議員連盟

更地となった村上総合病院跡地を視察
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当
特
別
委
員
会
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
協
議
し

ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足

　

４
月
の
改
選
で
は
、
立
候

補
者
が
定
数
を
超
え
て
選
挙

と
な
り
ま
し
た
が
、
議
会
で

も
以
前
か
ら
課
題
と
捉
え
て

い
た
議
員
の
な
り
手
不
足
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
仕
事
と
議
員
活
動
の
両

立
が
で
き
る
の
か
」「
議
員

を
専
業
で
す
る
に
は
報
酬
が

低
す
ぎ
る
」
な
ど
の
声
も
聞

こ
え
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
係
す
る
各
団
体
と
の
意
見

交
換
の
実
施
に
よ
り
、
議
員

に
求
め
ら
れ
る
条
件
や
課
題

を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
議

員
を
目
指
す
上
で
必
要
と
さ

れ
る
要
件
を
把
握
し
、
次
期

選
挙
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
の
資
質
向
上

　

女
性
や
若
い
世
代
が
市
政

に
関
心
を
持
ち
、
活
躍
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
は
じ
め
、

先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例

を
参
考
に
、
議
員
の
資
質
向

上
に
向
け
た
研
究
も
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
議
論
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
の
実
施
に

よ
り
、
一
般
質
問
の
内
容
や

提
言
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

な
ど
、
各
々
の
研
究
や
活
動

事
例
を
基
に
、
議
会
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
事
項

を
絞
り
込
み
、
議
会
全
体
で

共
通
の
認
識
を
持
ち
な
が
ら

学
ぶ
場
を
設
け
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
刻
々
と
変
化

す
る
社
会
に
も
対
応
す
る
べ

く
、
子
育
て
中
の
議
員
に
対

す
る
支
援
や
福
利
厚
生
の
充

実
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い

き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
で
改
革

　

今
年
度
か
ら
議
会
で
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ
れ
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ル
対
応

や
シ
ス
テ
ム
の
改
善
等
に
つ

い
て
は
各
議
員
の
意
見
を
参

考
に
、
今
後
も
研
修
等
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

議会改革をどう進めるか議会改革をどう進めるか 9/10 議会改革調査特別委員会9/10 議会改革調査特別委員会

　

現
在
、
村
上
地
区
日
下
地
内

の
市
有
地
に
お
い
て
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
建
設
に
向
け

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
の
事

業
主
の
太
平
電
業
株
式
会
社
か

ら
事
業
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

同
社
は
、
こ
の
事
業
を
グ

リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付

け
、
林
業
や
農
業
等
の
地
域
資

源
を
生
か
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
中
心
と
し
た
地
域
循
環

型
モ
デ
ル
の
提
供
に
よ
り
、
新

た
な
産
業
と
雇
用
の
創
出
を
目

的
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
未

利
用
材
の
活
用
に
よ
る
２
メ
ガ

ワ
ッ
ト
級
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

ほ
か
、
林
業
面
で
は
早
生
樹
の

植
林
や
燃
料
活
用
、
地
域
特
産

品
開
発
、
森
林
の
伐
採
と
運
搬

新
工
法
の
開
発
、
農
業
面
で
は

発
電
に
よ
る
排
熱
等
を
活
用
し

た
農
作
物
栽
培
な
ど
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
９
年
度
に
営
業
運
転

開
始
の
計
画
で
す
。

燃
料
木
材
の
確
保
に
懸
念
も

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
は
、
本
市
の

重
点
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
大
変
期

待
で
き
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る

一
方
、
委
員
か
ら
は
燃
料
の
木

材
が
十
分
に
確
保
で
き
る
の
か

懸
念
す
る
意
見
も
あ
り
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き

る
の
か
、
今
後
十
分
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
期
待

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
期
待

８
／
８
／
2323  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
調
査
特
別
委
員
会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
調
査
特
別
委
員
会

　観光振興議員連盟は本市の観光振興の推進を目的に、観光事業の情報収集
や調査研究を行っており、その一環として、村上市観光協会との連携や情報
共有を図るため、役員の方々と意見交換会を行いました。
　意見交換に先立ち、本市の観光の現況を伺いました。コロナ禍以降の入込客
数は増加傾向にはありますが、以前の状況には戻っていないこと、インバウン
ド（外国人観光客）については特段の動きはないとの説明がありました。
　本市の豊富な観光資源を生かすには、プロモーション戦略の在り方が重要
であると再認識しました。

観光の現状を意見交換観光の現状を意見交換 9/24 村上市議会観光振興議員連盟9/24 村上市議会観光振興議員連盟
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文
化
庁
が
認
定
す
る
日
本

遺
産
の
北
前
船
寄
港
地
・
船

主
集
落
に
本
市
も
追
加
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
令
和

元
年
に
認
定
さ
れ
た
鶴
岡
市

加
茂
地
区
へ
議
員
有
志
で
先

進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

加
茂
港
周
辺
・
船
主
家
屋
・

浄
禅
寺
・
致
道
博
物
館
・
善

寶
寺
と
、
ゆ
か
り
の
地
に
は

多
く
の
文
化
財
が
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
の
維
持
管
理

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
港
と
し
て
栄
え
た

市
内
の
各
所
を
巡
り
、
船
主

な
ど
が
航
海
の
安
全
を
祈
願

し
て
寺
社
に
奉
納
し
た
船
絵

馬
な
ど
の
保
存
状
況
を
確
認

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
の
保
存

や
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
所

有
者
と
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
も
理
解
を

深
め
な
が
ら
守
り
、
後
世
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
も
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　

ま
た
、
北
前
船
の
歴
史
的

価
値
を
理
解
し
、
地
域
の
文

化
財
を
中
核
と
す
る
教
育
や
、

所
有
者
の
高
齢
化
に
よ
る
維

持
管
理
方
法
に
も
懸
念
を
感

じ
ま
し
た
。

　

本
市
も
鶴
岡
市
同
様
に
船

絵
馬
等
の
管
理
や
保
存
が
大

き
な
課
題
に
な
り
ま
す
が
、

研
究
を
重
ね
な
が
ら
後
世
に

紡
い
で
い
け
る
よ
う
魅
力
発

信
と
併
せ
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
現
在
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
の
価
値

に
つ
い
て
多
方
面
で
調
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
世

代
へ
確
実
に
継
承
す
る
た
め
、

修
理
・
整
備
・
防
災
対
策
等

も
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

北前船ゆかりの文化財を紡ぐ北前船ゆかりの文化財を紡ぐ 7/30 先進地鶴岡市を視察7/30 先進地鶴岡市を視察

　

本
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
福

井
県
鯖
江
市
か
ら
、
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
10
名
の
議
員
が
本

市
を
来
訪
さ
れ
、
両
議
会
の
議

員
が
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
江
戸
享
保
期

に
村
上
藩
主
間
部
氏
が
国
替
え

と
な
り
初
代
鯖
江
藩
主
に
な
っ

た
縁
か
ら
、
本
市
と
鯖
江
市
が

昭
和
56
年
に
姉
妹
都
市
を
締
結

し
て
以
来
、
双
方
の
議
会
も
隔

年
で
相
互
訪
問
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
た
だ
今
回
は
、
事
情
に

よ
り
昨
年
に
続
い
て
の
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
は
、
間
部
氏
の
菩

提
寺
で
あ
り
、
か
つ
て
は
鯖
江

藩
主
の
手
厚
い
庇
護
を
受
け
た

市
内
寺
町
の
浄
念
寺
を
訪
れ
、

寺
院
建
築
と
し
て
は
珍
し
い
土

蔵
造
り
の
本
堂
や
霊
廟
所
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
日
目
に
は
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
、
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
、

郷
土
資
料
館
（
お
し
ゃ
ぎ
り
会

館
）
な
ど
に
足
を
運
び
、
各
施

設
の
概
要
や
運
営
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
場
で
は
、
議
会
運

営
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
ほ

か
、
若
い
世
代
の
移
住
な
ど
に

よ
り
人
口
が
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通

し
た
も
の
の
新
幹
線
駅
が
設
置

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
影

響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
市
お
よ
び
両
市
議

会
の
親
善
友
好
の
き
ず
な
を
深

め
、
両
市
の
発
展
を
期
す
る
た

め
に
交
流
事
業
の
重
要
性
を
互

い
に
再
確
認
し
ま
し
た
。

鯖
江
市
議
会
と
親
交
を
深
め
る

鯖
江
市
議
会
と
親
交
を
深
め
る

1010
／／
2323・・2424  

議
員
議
員
1010
名
が
本
市
を
来
訪

名
が
本
市
を
来
訪

　森林整備の推進や林業振興を図る「第64回岩船林業振興祭」に、林業関
係者や地域住民と共に、当市議会と関川村議会の議員も参加しました。
　式典では、地域の緑化活動に功績のあった個人と団体の方の功労者表彰
のほか、朝日地区の３保育園に市産材のスギで作られた積木セットが記念
品として贈呈されました。また、朝日みどり小学校６年生代表の二人が、
力強く「誓いの言葉」を述べました。
　式典後には、高根集落グラウンド脇の傾斜地において、参加者全員でス
ギ苗を記念植樹して、地域の林業振興に想いを託しました。

岩船林業振興祭に参加岩船林業振興祭に参加 10/2〈村上市総合文化会館〉10/2〈村上市総合文化会館〉
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　議会広報特別委員会では柏崎市議会を訪問し、
議会だよりの編集について研修しました。
　柏崎市議会では、アンケート調査での20代の６
割以上、30代の半数近くが市議会だよりをほとん
ど読まないとの結果を受け、「読みやすい」「伝
わりやすい」「分かりやすい」をコンセプトに、令
和２年に名称を『ギカイのとびら』とし、大幅なリ
ニューアルをしています。
　フルカラーで文字量も少なく、まさに読みやす
い紙面となっており、大変参考となりました。

柏崎市で議会広報を研修

２０歳の新社長
田
た

島
じま

 健
けん

太
た

郎
ろう

 さん（下鍜冶屋）

■自己紹介をお願いします
　高校卒業後、９代目として父から農家を引き継
ぎました。一昨年の水害を経験した際、周囲の方
の温かい支援を目の当たりにして、本格的に父の
仕事に携わろうと思いました。これからも、若手
農家として、地域を盛り上げていきたいという気
持ちで、現在、米作りの修行中です。

■活動内容を教えてください
　岩船産コシヒカリ「荒川米」の生産のほか、若
手農家としてまずは自分を知ってもらうために、
CMや農家タレントなど、表に立つ活動もしてい
ます。
　自分でやって覚えることを基本に、時には父から
助言をもらい、少しずつ経験を積みながら農業と向
き合っています。また、担い手育成ということで、

農業体験も受け入れており、農業の楽しさややりが
いを知ってもらうための活動などもしています。

■今後の抱負は
　水害で大打撃を受けましたが、皆さまからの温
かい応援もあり、ピンチはチャンスということで
頑張っています。朝が苦手で草刈り作業が遅れて
しまったりなど、まだまだ未熟な面もあります
が、まずはできるところから始めて少しずつ自分
を変えていき、もっと農業に向き合える自分であ
るように頑張りたいと思っています。
　地域や周りの方々は本当に優しい方で溢れてい
ます。応援してくださる方のためにも、おいしい
荒川米の生産、そして農業をもっと盛り上げてい
けるようこれからも頑張っていきます。

令和６年令和６年

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ（予定）（予定）
11月19日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

12月３日㈫ 定例会初日（本会議）

５日㈭

一般質問（本会議）６日㈮

９日㈪

10日㈫ 総務文教常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会総務文教分科会

11日㈬ 市民厚生常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会市民厚生分科会

12日㈭ 経済建設常任委員会、一般会計予算
決算常任委員会経済建設分科会

17日㈫ 一般会計予算決算常任委員会

20日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

7月17日


